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概 要

音声翻訳システムが出力する日本語音声が自然な表現であるためには，生成さ
れる日本語に適切な待遇表現が用いられていることが望まれる．日本語にはさ
まざまな待遇表現が存在し，それらは，対話の状況や文法的制約といった種々
の要因に基づいて使い分けられる．本論文では，特に述部の待遇表現に注目
し，英日対話翻訳において日本語待遇表現の生成規則を自動獲得する手法を提
案する．本手法では，上述の種々の要因が与えられたときに適切な待遇表現を
決定するための規則を対訳コーパスから帰納学習により獲得する．このため，
生成規則を作成するときに，発話を分析したり，要因の重要度を考慮するなど
といった煩雑な作業は必要ない． ���音声言語データベースを用いて生成規
則の学習および待遇表現の生成実験を行った．
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� はじめに

人との対話では，待遇表現はコミュニケーションを
円滑に行う上で重要な役割を果たす．待遇表現を用い
ることにより，発話に丁寧さを与えるとともに，聞き
手や話題に登場する人物に対する敬意を表現する．日
本語対話では多くの待遇表現が用いられる．特に，述
部には待遇表現が多く現れる．どのような待遇表現が
適切であるかは，対話の状況や文法上の制約など様々
な要因に依存する．そのため，用い方を誤ると，相手

に対して失礼な表現となったり，発話として不自然に
なったりする．
音声翻訳を介した異言語間対話では，システムが話

し手の発話を正しく翻訳することにより，話し手の意
図が聞き手に伝わる．システムが出力した音声が自然
な発話として聞き手に受け入れられるためには，シス
テムが適切な待遇表現を生成することが望まれる．
これまでに，英日音声翻訳において適切な待遇表現

を生成するための研究が行われている %&� '� (� )&*．
このうち %&� '*では，対話者の立場の上下関係や発話
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の状況などをパラメータとし，それらの値に基づき適
切な待遇表現を生成する．しかし，待遇表現の運用法
をあらゆる文に対して網羅することは難しい．また
%(� )&*では，用例に基づく翻訳システムにおいて対
話者の社会的役割などを考慮した翻訳規則を追加する
ことにより，適切な丁寧度の翻訳文を生成する．しか
し，用例ごとに翻訳規則を作成する必要があるため，
規則の作成に多くの時間と労力を必要とする．
そこで本論文では，英日対話翻訳において日本語

述部の待遇表現生成規則を自動獲得する手法を提案す
る．本手法では，対訳コーパスから述部における待遇
表現の生成事例を抽出し，帰納学習により規則を獲得
する．
本手法では，学習に用いる事例は話者情報，英語発

話及びその英日通訳発話から抽出したパラメータを用
いる．翻訳のときにも学習のときにも値を自動的に獲
得できるように，これらのパラメータを定めた．対訳
コーパスから得られる事例から学習した生成規則を用
いることにより，システムが通訳者と同様の基準で待
遇表現を使い分け可能となることが期待できる．���
音声言語データベース %))*を用いて待遇表現の生成実
験を行い，本手法を評価した．
本論文の構成を以下に示す．続く &章では，対訳

コーパスから事例を抽出し，待遇表現生成規則を学習
する手法について述べる． '章では，英日対話翻訳に
おける待遇表現生成について述べる． +章では，待遇
表現生成実験とその結果を述べ，考察を行う．

� 待遇表現生成規則の学習

本研究では，英語話者と英日通訳者の音声を収録し
た大規模対訳コーパスを用いる．まず，コーパスの各
発話対応から，待遇表現の生成に関連する種々のパラ
メータの値を抽出し，生成事例を作成する ,&�)節-．
次に，作成したすべての事例を用いて帰納学習を行
い，待遇表現の生成規則を獲得する ,&�&節-．

��� 待遇表現生成事例とその獲得

待遇表現生成事例は，待遇表現と，それを生成する
要因となるパラメータの値のリストから構成される．
これらはいずれも，通訳発話の中に待遇表現を含む対
訳対応発話の組から自動的に獲得する．
なお，本研究では，派生文法 %.*に従って日本語形

態素を記述する．派生文法では用言や助動詞が語形変
化するのではなく，語幹に接辞が接続することにより
動詞句が形成されると考える．例えば，「分かりま
した」は， /分 ��
0�/,�-���0�/,�-�0から構成され
る� ．述部構成素を接続するための規則は極めて単

�形態素中の �����は連結母音と呼ばれる．連結母音には �����

のほかにも �����がある．また，子音にも同じような振る舞いをす

るものがあり，それらは連結子音と呼ばれる．これらは接続する形

表 )1 待遇表現
形態素 品詞 形態素 品詞

,�-��� 派生接尾辞 ������
 動詞
,
-�
	 派生接尾辞 ���
 動詞
�	��� 繋辞 � 接頭辞
�	�� 繋辞 �
 動詞
�	���� 繋辞 ���� 派生接尾辞
�� 接頭辞 ���2 派生接尾辞
��3�
 動詞 御 接頭辞
�
�����
 動詞 申 ��上 �	 動詞
����� 動詞 様 派生接尾辞
��� 動詞

純であり，本研究のような構成的アプローチに基づく
日本語生成の文法として適している %+*．

��	�	 待遇表現

事例の作成でコーパスから抽出する待遇表現の種類
を定めるために，���音声言語データベースに収録
された，旅行をドメインとする ''+個の対話 ,全 +�'4+
ターン-を用いて，出現する待遇表現の種類を調査し
た．調査は，英日通訳者によるすべての発話を，派生
文法に基づく形態素解析システム5��6%7*を用いて
形態素に分割して行い，述部に含まれる付属語�のみ
を対象とした．なお，本研究では，述部を文末の )文
節� と定義する．
全 +�84(個 ,)�.47種類-の述部から待遇を表す形態

素を抽出した結果， )8形態素が該当した．その内容
を表 )に示す． 本研究では，これらの )8種類の形態
素の組み合わせでもって一つの待遇表現と定める．こ
の調査では， (9種類の組み合わせが見いだされた．
主な組み合わせを表 &に示す． 本研究では，この (9
種類の組合せの中から最適な待遇表現を選択するため
の規則を自動的に生成する．

��	�� パラメータの種類

人間が対話において発声するときには， ,)-発話状
況 ,話し手の立場や聞き手との関係など-， ,&-発話内
容 ,発話の意図や聞き手に伝えたい事柄など-，及び，
,'-発話形式 ,発話生成において採用する語彙や文法
など-といった要因を総合的に判断して，用いるべき

態素の末尾の音により現れたり現れなかったりするが，そこには単

純な規則性が存在する．
�付属語とは，派生文法における接尾辞，繋辞，補助動詞などの

ことを指す．
�ただし，その文節の先頭の形態素が補助動詞である場合は直前

の文節も含む．

&

研究会Temp 
－38－



表 &1 待遇表現の組合せ
組合せ 使用例

,�-��� 分かりました
�	�� 結構です

��3�
� ,�-��� ございますか
,なし- よかった
�� ,�-��� お願いできますか
�
� ,�-��� 付いております
�	���� よろしいでしょうか

������ ,�-��� 教えていただけますか
������
 教えてください
�� ������
 お待ちください

待遇表現の種類を決定していると予想される．
上記の ,)-� ,&-� ,'-は，対話翻訳おける発話生成

では，話者の発話状況，原文の発話内容，訳文の発話
形式にそれぞれ対応する．これら 'つの要因それぞれ
に対して，値を自動的に獲得できることを条件に，事
例の作成に用いるパラメータの種類を定めた．以下で
は，各要因ごとのパラメータの種類とその獲得方法お
よびその採用理由について述べる．また，表 'に各パ
ラメータのとり得る値を示す．

話者の発話状況

� 発話者の役割 対話者同士の立場の上下関係は待
遇表現の使われ方に影響を及ぼす．一般的には，
立場がより低い者の方が，より丁寧な表現を用い
る．例えば，客と受付との対話における英語発話
/:2�� ��� ��
 ���
 �����0の日本語訳は，客の発
話であれば「電話を待っています」とした方が，
また，受付の発話であれば「お電話をお待ちし
ております」とした方が発話として自然になる．
コーパスに付与されている発話者情報をパラメー
タの値とする．

原文の発話内容

� 英語発話文の丁寧度 原文が丁寧であれば，翻
訳文も丁寧な表現であることが望ましい． ������
��	��	� �����が原文に出現するか否かでパラ
メータの値を表す．

� 発話に登場する人物 自分自身のことに言及する
のであれば謙譲語を用い，相手のことであれば尊
敬語を用いるといったように，発話中に登場する
人物によって待遇表現は異なる．人物を表す語で
ある :� ���などが原文に出現するか否かでパラ
メータの値を表す．

訳文の発話形式

� 発話の話題となる事柄 発話の内容によって，文
の丁寧度は変化する．���音声言語データベー
ス %))*の旅行受付発話の英日通訳を用いた調査に
よると，旅行者の人数を尋ねる発話では，「お知
らせください ,�;知 
��	;������
;,�--」のよう
に /������
0を用いた表現と「教えていただけま
すか ,教 	;,�-	;�����;	;,�-���;,
-�;��-」の
ように /�����0を用いた表現がともに出現した
のに対し，電話番号を尋ねる発話では，
/������
0を用いた表現はほとんど現われなかっ
た．注目している述部を含む日本語通訳文から獲
得する．述部に最も近い名詞をパラメータの値と
する．

� 日本語生成文の種類 待遇表現によっては文が
ある特定の種類であるときに限り使われるという
ことがある．例えば，���音声言語データベー
スの調査では， /������
0はその大半が依頼や
命令を表す文で使われている．パラメータの値と
して，平叙，疑問，命令の '種類を考え，対象と
している述部を含む日本語通訳文から獲得する．
文末の形態素が終助辞 /��0であれば /疑問0，命
令の接尾辞であれば /命令0，それ以外であれば
/平叙0とする．

� 日本語述部語幹 本論文では，語幹は述部を構成す
る形態素のうち最初に出現する動詞，形容詞もし
くは名詞を指す．例えば，「お願いいたします」
であれば /願 �0である．待遇表現 /�� ���0は，
「お願いいたします ,�;願 �;,�-;���;,�-���;
,
-�-」のように， /願 �0とともに用いること
ができるが，「<お分かりいたします ,�;分 ��
;
,�-;���;,�-���;,
-�-」のように /分 ��
0ととも
に用いることはない．このように，語幹と待遇表
現の間には接続しやすいものと接続しにくいもの
がある．注目している述部の語幹をパラメータ値
とする．

� 日本語述部構成素 述部構成素の中には互いに共
起しにくいものが存在する．例えば，希望の接尾
辞として /,�-�0があるが，「泊まりたいんです
,泊��
;,�-�;�;�2;�	��-」のように /�	��0と
ともに用いることはできるが，「<泊まりました
い ,泊��
;,�-���;,�-�;�-」のように /,�-���0
とともには用いない．本研究では英語文の解析に
より獲得できる /%可能*0� /%過去*0など ).種類
の文法機能をパラメータとして採用する．パラ
メータ値は．注目している述部にその文法機能を
担う形態素が存在すれば /有0，存在しなければ
/無0とする．
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表 '1 各パラメータのとり得る値
パラメータ 値

発話者の役割 申込者�担当者
英語発話文の丁寧度 
���,有�無-� �����,有�無-� ����,有�無-
発話に登場する人物 �,有�無-� ��,有�無-� ��,有�無-� ����,有�無-� ��,有�無-� ���,有�無-�

��,有�無-� ����,有�無-� ���,有�無-� ����,有�無-� �����,有�無-
発話の話題となる事柄 予約�フィリップス�お部屋�承知�電話番号� ホテル�%なし* など 889種類
日本語生成文の種類 平叙�疑問�命令
日本語述部語幹 願 ����3�
���
�思 ��分 ��
���������
 など ((&種類
日本語述部構成素 %否定*,有�無-� %命令*,有�無-� %様態*,有�無-� %希望*,有�無-� %過去*,有�無-� %条

件*,有�無-� %継続*,有�無-� %完了*,有�無-� %可能*,有�無-� %現在*,有�無-� %使
役*,有�無-� %推量* ,有�無-� %授受*,有�無-� %試行*,有�無-� %過度*,有�無-

担当者1 6�	�� =����� ��� 	�� �	 ���

���� �	���	 ��� ��	� ���

����� ���	 � ���� ��	��	 >

通訳者1 分かりました。何名様でしょう
か。それと滞在期間もお知らせ
願いたいんですけれども。

図 )1 対訳コーパスにおける対応発声

��	�� 待遇表現事例の作成例

図 )に示す対訳対応発話の組の中の述部「分かりま
した」を例に，各パラメータの値の抽出方法を説明す
る．
まず，形態素解析により，それを /分 ��
0� /,�-���0�

/,�-�0に分解する．このうち，待遇表現は /,�-���0
となる．
各パラメータの値は次の通りである�．発話者の役

割は対応する英語発話の話者の役割である /担当者0
とする．英語発話文の丁寧度は対応する英語発声に
������ ��	��	� �����がともに出現するため，それぞ
れ /有0となる．発話に登場する人物は，英語発声に
出現する ���� �	は /有0，それ以外は /無0とする．
発話の話題となる事柄は，この事例では日本語発話文
が述部のみからなり，それ以前に名詞が存在しないた
め， /%なし*0とする．日本語生成文の種類は，日本語
通訳文「分かりました」の末尾の形態素が完了の接尾

�図 �のように，対訳コーパスによっては，両言語間で文単位で

はなく，対話ターンを単位とした対応のみが付与されていることも

ある．この場合は，上述のパラメータのうち， ���原文の発話内容

のパラメータに限っては，ターン内のすべての英語発話を対象に値

を抽出する．

図 &1 学習事例の例
パラメータ 値

発話者の役割 担当者
英語発話文の丁寧度


��� 有
����� 有
���� 有
発話に登場する人物

�� 有
��� 有
その他 無
発話の話題となる事柄 %なし*
日本語生成文の種類 平叙
日本語述部語幹 分 ��

日本語述部構成素

%過去* 有
その他 無

待遇表現 ,�-���

辞 /,�-�0であるため， /平叙0とする．日本語述部
語幹は /分 ��
0とする．派生文法における完了の接
尾辞は英語では過去形に対応するため，日本語述部構
成素の ).種類のパラメータのうち， %過去*のみ値を
/有0とし，それ以外は値を /無0とする．これらをま
とめると表 &のようになり，これを学習事例とする．

��� 生成規則の帰納学習

前節で作成した学習事例のように， ,パラメータ�
パラメータ値� クラス-の形式で表される事例集合か
らの帰納学習によりクラス分類のための規則を獲得

+
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待遇表現の生成

生成順序の決定

構成素の接続

構成要素

日本語文

日本語構造

英語構造

話者
情報生成処理部

変換処理部

日本語構造,
待遇表現

英語文

解析処理部

図 '1 英日対話翻訳システムの構成

するアルゴリズムは，これまでにいくつか提案されて
いる %)� 8� )4*．本研究では，そのうちの一つである
=+�.%)4*を用いて待遇表現生成規則を作成する．
=+�.は事例集合のエントロピーを最も減少させる

テストを選び事例集合の分割を繰り返すことにより，
決定木を学習する．分割が行われた集合は中間ノード
に対応し，分割が行われなくなった集合は葉ノードに
対応する．各葉ノードは，そのノードへの経路をもつ
学習事例が属するクラスのうち，最も多くの事例が属
するクラスを表す．また，中間ノードにはパラメータ
が，枝にはその値が割り当てられている．
待遇表現の運用に影響を与える複数の要因の重要度

を人手により順序づけし，その結果を反映する待遇表
現生成規則を作成することは難しい．しかし， =+�.
を用いることにより重要なパラメータから順に規則に
反映させることができるため，要因間の重要度の違い
を考慮した規則を自動的に作成できる．

� 対話翻訳における日本語述部生成

決定木を用いた待遇表現の生成は，根ノードを出発
点とし，各ノードのパラメータの値に基づいて次にた
どる枝を決定していく．葉ノードに到達したとき，そ
のノードに割り当てられたクラスが，訳文で用いる待
遇表現であるとして判定される．
この待遇表現生成プロセスを対話翻訳システムに導

入するには，図 'に示すシステム構成を実現すればよ
い�． 待遇表現生成モジュールには，話者情報 ,発話

�ここでは構成的アプローチに基づく一般的な機械翻訳システム

への導入を想定している．

状況-，英語発話の解析結果 ,原文内容-，及び，日本
語構造 ,訳文内容-が入力される．日本語生成部の処
理の流れは以下の通りである．

)� 待遇表現の生成：入力された情報から，前章で示
したパラメータ抽出手法にしたがって事例を獲得
し，それに待遇表現生成規則 ,決定木-を適用す
る．

&� 生成順序の決定：変換処理部及び待遇表現生成部
で生成されたすべての述部構成素を用いてその生
成順を決定する．

'� 派生文法における連結の原則に従って各述部構成
素を連結し，日本語述部を生成する．

例えば， /: ���	
�����0を「分かりました」と翻訳
する場合，日本語構造から，動詞が /分 ��
0であり，
時制が過去であるという情報が得られる．待遇表現生
成処理の結果， /,�-���0が選択されれば，述部が /分
��
0� /,�-���0� /,�-�0の順序で構成されることがわ
かる．それらを接続することにより「分かりました」
を生成する．

� 待遇表現生成実験

��� 実験の概要

本論文で提案した手法の利用可能性を評価するた
め， ���音声言語データベースを用いた待遇表現生
成実験を行った．
まず，コーパス内の，旅行代理店やホテルのフロ

ントなどにおける客と店員との対話 '&(個のうち，
英語話者発話と英日通訳者発話の対応組 +�)++ター
ン ,.�.'.文-から各日本語述部ごとに学習事例を作成
した．事例数は +�9.)個である．また，これらの事例
を用いて帰納学習を行った結果，ノード数 ''�47)個
の規模の決定木が得られた．決定木の一部を図 +に示
す．
実験のテストデータとして，上述のデータと異なる

7対話 ,)(4ターン� )8&文-を用いた．そこから取り
出した )..個の日本語述部に対してテスト事例を作
成した．実験では，テスト事例を用いて決定木をたど
り，生成された待遇表現を評価した．
なお，対話翻訳システムの生成処理は，現在，待遇

表現生成モジュールのみが実装されており，生成処理
における語順決定や構成素接続などは引き続き実装を
進めている段階である．システムが生成した述部全体
を対象とするのてあれば，人間による主観的な評価も
可能であるが，付属語の組み合わせである待遇表現に
対してそのような基準で評価することは難しい．そこ
で，本実験では，生成された待遇表現がコーパスに出
現している待遇表現と同一であるか否かによって判定
することとした．すなわち，正解 ,コーパスの待遇表

.
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[授受]

無 有

無 有

[命令]

[継続]

[推量]

無 有

発話者

申込者 担当者

語幹kudasar

[推量]

無 有

発話者[現在]

語幹

無 有

発話者[現在]

yorosiitas

(i)mas desyou
.....

無 有

語幹[命令]
:
:

:
:

申込者 担当者

種類話題
:
:

:
:

無 有

[継続]種類
:
:

:
:

申込者 担当者

[否定]可能
:
:

:
:

.....
kudasar

考esase

o,kudasar

図 +1 作成した決定木の一部

表 +1 待遇表現生成実験の結果 ,)..事例-
事例数 割合 ,?-

正解 ))8 9(�7

不正解 )+ 8�)

失敗 && )+�&

現と完全に一致する-，不正解 ,コーパスの待遇表現と
部分的に一致，または，一致しない-，失敗 ,学習デー
タに現れないパラメータ値をもつテスト事例のため，
決定木を葉ノードまでたどれない-の３段階で評価し
た．

��� 実験結果と考察

実験結果を表 +に示す． 全テスト事例の 9(�7?に
相当する ))8事例に対する生成実験において，生成
された待遇表現がコーパスの待遇表現と一致した．こ
のことから，決定木学習を用いて待遇表現生成規則を
自動獲得する本手法の利用可能性を確認した． 8�)?
に相当する )+事例に対する生成実験では，コーパス
とは異なる待遇表現を生成した．残りの &&事例は待
遇表現の生成に失敗した．学習事例に出現しないパラ
メータ値については，決定木をたどる途中においてた
どるべき枝が存在しないため失敗する．
待遇表現生成実験で作成された決定木の形状を分

析すると，上位ノードにおいて日本語述部構成素の存
在，発話者の役割，述部語幹の種類といったパラメー
タが反映されていることがわかった ,図 +-．このこと
から，待遇表現の運用はこれらの要因と強い関係があ
ることが予想される．
不正解 ,正解と不一致-であると判断された )+事例

の内訳を表 .に示す． このうち �は，生成された待
遇表現がコーパスの待遇表現を含んでおり，@はそ
の逆となっている．待遇表現が /�� ,�-���0から /��

表 .1 生成された待遇表現が正解と異なる事例

種類
生成された
待遇表現

コーパスの
待遇表現

頻度

� �� ���� ,�-��� �� ,�-��� +

A ��3�
� ,�-��� �	�� '

= �	�� ,�-��� &

# ,�-��� �	�� )

B �	�� ,
-�
	� ,�-��� )

C �	�� ��� ��3�
� ,�-��� )

@ � �� �	�� )

D 様� �	�� 様� ��3�
� ,�-��� )

���� ,�-���0になることは，例えば，「お待ちしてい
ます」が「お待ちいたしています」になることに相当
する．どちらの述部を用いた場合でも聞き手にとって
大きな違いはなく，評価方法によっては正解とみなせ
る可能性がある．

=+�.は各学習データの分布に基づき，葉ノードに
複数のクラス候補を割り振ることができる．待遇表現
の候補を複数用意することにより，待遇表現生成後の
処理において，構成要素間の接続可能性を考慮するな
どして，学習データ不足などに起因する不適切な待遇
表現の生成を回避できる可能性もある．実際，正解と
一致しなかった )+事例のうち (事例に対して生成さ
れた待遇表現は第 &位の候補であった．

待遇表現を決定できなかった &&事例に対しては，
次のような解決方法が考えられる．あるノードにおい
て決定木の探索に行き詰まったときは，そのノードの
すべての子ノードから探索を再開する．到達した複数
の葉ノードにおける学習データの分布に基づき，最大
尤度の待遇表現を出力する．上記の &&事例について
この方法により待遇表現を生成したところ， ))事例

(
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に対してコーパスと同じ待遇表現を生成した．

� おわりに

本論文では，英日対話翻訳において日本語述部の待
遇表現生成規則を自動獲得する手法を提案した．本手
法では，対訳コーパスから述部における待遇表現の生
成事例を抽出し，帰納学習により待遇表現生成規則を
獲得する．そのため，通訳者が発話状況，原文の発話
内容，訳文の発話形式といった多くの要因に基づき待
遇表現を使い分けることと同じように，システムが待
遇表現を使い分けることが可能となる．本手法では，
これらの要因として発話者の役割，英語発話文の丁寧
度，発話に登場する人物，発話の話題となる事柄，日
本語生成文の種類，日本語述部語幹，日本語述部構成
素などのパラメータを用いた．これらのパラメータに
対する値を自動的に獲得する方法を提示することによ
り，本手法の汎用性を示した．���音声言語データ
ベースを対象とした待遇表現生成実験の結果，本手法
の利用可能性を確認した．
実験の結果，学習によって得られた決定木から，述

部構成素の存在，発話者の役割，述部語幹の種類が待
遇表現の運用基準と強い関連性を有していることがわ
かった．使用するパラメータを限定すれば，本手法を
日本語音声対話システムの応答生成に利用できること
が期待できる．これは今後の検討課題としたい．
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